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運営委員会確認事項  

（平成16年9月17日）   

感染症定期報告に関する今後の対応について  

1基本的な方針  

運営委員会に報告する資料においては、  

（1）文献報告は、同一報告に由来するものの重複を廃した一覧表を作成すること。  

（2）8月の運営委員会において、国内の輸血及び血祭分画製剤の使用した個別症例の   

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会   

に提出する取扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感   

染症発生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用す   

ることとすること。  

2 具体的な方法   

（1）感染症定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、  
次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができ  

るようにする。  

①研究報告は、同一文献による重複を廃した別紙のような形式の一覧表を作成  
し、当該一覧表に代表的なものの報告様式（別紙様式第2）及び該当文献を  

添付した「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。  

②感染症発生症例報告のうち、発現国が「外国」側壁旦による  

症例は、同一製品毎に報告期間を代表する幽遠  

旦Lをまとめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する0   

③感染症発生症例報告のうち、琴現国が「国内」の輸血による症例及び血襲分  

画製剤の使用による感卸ま、「感染症報告事例のまとめ」を畢  生蜘こととする0た  
だし、運営委員会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについ  

ては、別途事務局が資料を作成する。  

（2）蚤酎症発生症例報告については、国内で使用しているロット   
と関係がないもの、使用時期が相当程度古いもの、因果関係についての詳細情報   

の入手が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が高くないと考えられるも些も   

少なくない。また、国内症例に比べて個別症例を分析・評価することが難しいも   

のが多いため、醜   

？いては、弓酬行う。  （3）卸   
以後「感染症定期報告について‡（目次）」資料は廃吐±冬こと土±旦」   






